
 

多くの様々な体験を 

                               校 長   狩 集  淳 

一学期もあと少しとなり， もうすぐ夏休みです。 

この時期になると，夏休みに実施される様々なイベントや体験活動等の応募が数多くなされて

います。 

キャンプ活動を中心にした野外体験活動，夏の星空をテーマにした観察活動，夏の海をベース

にした海浜活動，集団生活を学ぶ宿泊体験活動など，ＮＰＯ法人や体験活動企画団体，県内にあ

る社会教育施設など，多くの機関等が子供たちの活動を支援しています。中には，子供たちだけ

ではなく親子で参加できるイベントも数多くあります。 

また，県内には，それぞれの環境や自然の条件を生かした青少年教育施設も８か所設置されて

います。それぞれに，地域の特徴や立地条件などを生かした様々な活動プログラムが数多く準備

されています。芸術や文化のイベントも，文化ホールや音楽ホール，美術館，博物館，科学館等

でも開催されます。 

ヨーロッパには，『体験は，私たち人間にとって一番の教師である。』という言葉もあるほどで

す。日ごろの生活ではなかなか経験できないような貴重な体験を，子供たちにさせてみてはいか

がでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日（土） 土曜授業  １１日（木）～１７日（水）リフレッシュウィーク 

※学校職員が，休暇を取得しやすい環境づくりに努める週間 

１４日（木） かごしまジュニア検定 １３日（土）～１５日（月） 学校閉庁日 

２０日（水） 終業式，大掃除 １９日（金） 出校日 

２１日（木） 夏休み（～８/３１） ２８日（日） PTA愛校作業 
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１日（木） ２学期始業式 １６日（金） 授業参観・学級懇談会 

PTA（１・３・５年） １０日（土） 土曜授業 

１４日（水） 学級懇談会・PTA（特） ２０日（火） 

～２１日（水） 

修学旅行（６年） 

１５日（木） 授業参観・学級懇談会 

PTA（２・４・６年） ２２日（木） ６年休養措置日 

 



学級懇談会ありがとうございました。  6/29  6/30  7/1 

ご多用の中，学級懇談会にご出席いただきありがとうございました。学級担任から１学期の学

習や生活，夏休みの過ごし方など，いろいろお知らせさせていただきました。残り少なくなった

１学期ですが，ご家庭のご理解とご協力をいただきながら一日一日を充実した学校生活にしてい

きたいと思います。 

 

「ごみの３R教室」（４年生） 

 鹿児島市環境未来館から２名の方に来ていただき，４年生を対象に「ごみの３Ｒ教室」を実施

していただきました。 

 小学生を対象に環境美化の意識向上や地域の清掃美化活動への参加促進を目的にした出前授

業でした。子供たちは，ごみを減らすためにどのように分別すればよいかなどについてごみ分別

ゲームを通して学ぶことができました。 

持続可能でよりよい世界を目指す SDGs 

(Sustainable Development Goals)や限り 

ある資源を守る３Ｒ運動(Reduce Reuse  

Recycle)という言葉が頻繁に聞かれるよう 

になりましたが，自分の身の回りのことか 

ら行動に移していければいいなと思うこと 

でした。 

 

家庭教育学級が開催されました。 ６/２９（水） 

 「子どものネットリスク教育研究会」の戸髙成人先生を講師にお迎えし，「健康被害とメディ

アの危険な関係」についての講話をしていただきました。 

国の GIGA スクール構想で学校において ICT 環境の整備・運用がなされて，清和小学校でも授

業等でタブレットを使用するようになり，子供たちにとっても身近なツールとなっています。 

しかし，スマホ，ゲーム等の使用時間が増加することで，睡眠時間の減少，学力の低下，脳機

能の低下，体力・視力の低下，コミュニケーション能力の低下の問題がある。また，日没後にブ

ルーライトを浴びることで脳が昼間と勘違いし，睡眠障害になる可能性があるとの話がありまし

た。 

ご家庭でも，メディアの使い方のルールなど話し合われてみてください。 

参加した保護者からは以下のような感想がありましたので一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

  

 

〇 我が家の現状を振り返りながら反省することが多く，子供の健康を考えつつ，上手に使っていけたら

なと思った。静かにしてほしいから持たせる，使わせるのは控えたい。 

〇 子供との時間の大切さ，ゲーム等に頼ることなく考えていきたいと思った。 

〇 スマホの利便性を優先して，リスクをうまく管理できていなく反省しました。夜の使用は極力控えた

いと思います。 

 

 


